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分科会報告まとめ（中村俊彦） 

 
 

 
 

 今年の全体テーマ「里山と子ども」を中心に議 

論を展開してきた１４の各専門分科会の報告が終

わりました． 
 

 私たち大人がつくってきた今の日本の社会，これ

は世界でも最も豊かで便利な社会と言って過言で

はないと思います．しかし，この社会，子ども 

にとってはどうでしょう．むしろストレスと危険

だらけの社会ではないかと思うのです． 

 

 私たちが，子どもの頃には，どんな都会の中で

も里山が存在し，子どもにとって，そこは自然いっ

ぱいの遊びと学びの空間でした．しかし，今の子

どもたちには，遊びの三間（さんま）が無いと言

われます．遊びの空間，遊びの時間，そして遊び

の仲間です．私は，子どもたちの遊びについて小

学校の先生と調査研究をしたことがあります． 

よく言われます，今の子どもたちは家の中でのテ

レビ・ゲームの遊びが多く，外遊びが少ないといっ

た状況がはっきり示されました．しかし，実際の

遊びの状況とともに，遊びの希望調査では，森林，

川沼などで自然の中での魚取りや虫取りなどの希

望が多かったのです．すなわち子どもたちは，仲 

間とたっぷりの時間も必要な自然のなかでの遊び

がかなわないために，家の中でのゲーム遊びに追

いやられてしまっている状態なのです． 

 

 この理由はいろいろあると思いますが，自然の

中の遊びを危険として，大人がそうさせないこと

もあるようです．自然の中には，もちろん危険も

いろいろあります．しかし，子どものころにケガ

もしたことのない状態では，おとなになって大き

な危険に自分で対処できないことになりかねませ

ん． 

 さらに最近では，自然の中での体験が，人の心，

すなわち脳の発達・活性まで影響している状況も

わかってきました．外界からの多様な刺激は，五

感を通して感じ，これに対応する身体をつくって

いきます．この外界からの刺激は，ホルモンの分

泌を促し，脳の発達，特に思考・判断を司る大脳

新皮質の前頭葉の発達・活性に作用するのです． 

 里山での遊びを通して，子どもは，子どもの時

にしか経験しまた学べないいろいろなことができ

るのです．自然の中での体験は，人としての成長

過程において必要不可欠のものであり，決してオ

マケではないのです． 

 

 私たち大人が造った今の都市空間またその社会，

子どもの視点からもう一度見直す必要があると思

います．そして，私たちの食料や水・空気と言っ

た多様な資源・エネルギーの観点の他に，人の心

や健康の面からも里山の価値を再評価し，子ども

や孫，そして将来の人々にこの里山を守り，伝え

ていくことは私たち大人の責務だとおもいます． 

 

 
 

 

 

 


